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　「ファイナンス」と聞いて敬遠する方も多いと
思いますが、本書はリスク･お金･価値の本質をわ
かりやすく説いた、ファイナンス理論の入門書で
す。著者は2500件超の企業価値評価を手がけた
ファイナンスの専門家ですが、目次に目を通す
と、本書がテクニカルなファイナンス理論の解説
書ではなく、かといって実務教本でもないことが
わかります。著者は「考え方を理解すれば、お金
に関する正しい意思決定のための尺度を身につけ
ることが出来る」と主張し、「より良い選択の仕
方」「より良い生き方」への指南書とも言うべき
内容となっています。
　本書の構成は以下の通りです。
　はじめに
　第1章　「ねだん」と「ねうち」はちがう
　第2章　いちばん無価値なおカネの話
　第3章　いま、いくら? 
　第4章　不確実性とは何なのか? 
　第5章　正しい借金の考え方
　第6章　リスクだけを下げる錬金術
　第7章　絶対に後悔しない買い物
　第1章と第2章では「価格」と「価値」に関する
ファイナンスの基本的な考え方の解説です。その
価値を決定づけている「時間」「金利」「リス
ク」を第3章と第4章で確認でき、そして第5章以
降ではノーベル経済学賞を受賞した4つの理論、
すなわちMM理論、現代ポートフォリオ理論、
CAPM理論、オプション理論の解説を通じて
「価値の見抜き方」を学べます。
　我々は日々の生活のなかで常に「選択」を迫ら

れています。「選択」の連続、つまり「価値判
断」の連続です。その際「価値を正しく見抜くこ
と」が何よりも重要であり、それを見極めるシス
テムこそがファイナンス理論なのです。しかし現
実における我々の選択は、この理論から逸脱して
行われていることが実に多いのです。
　例えば「①ギザのピラミッド、②ヴェルサイユ
宮殿、③現金10億円のどれかを差し上げます。選
んでください。」と問われたら、大多数の方は③
を選ぶでしょう。しかし「ファイナンスが言う価
値とは『将来生み出すキャッシュフローの総額』
である」という考え方からすれば、果たして③は
正解なのでしょうか。
　「正しく価値を見抜くためには、まず『キャッ
シュ至上主義の呪縛』から解放され、お金の『ま
やかし』を見破る必要がある」と本書は説いてい
ます。あらゆる局面の「あれか、これか」に正し
く向き合うために、本書を手に取ってみてはいか
がでしょうか。
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